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(57)【要約】
【課題】寄生容量の発生を抑制しつつ、高コントラスト
比を実現可能な液晶表示装置を提供する。
【解決手段】液晶表示装置１は、複数の画素がマトリク
ス状に配列され、光源の側から、偏光板１９、ＴＦＴ基
板１１、画素電極、配向膜１３、液晶層１４、配向膜１
５、対向電極１６、カラーフィルタ層、対向基板１８、
偏光板２０が配置されている。各画素の平面形状は、偏
光板１９，２０の吸収軸に対して傾斜する方向に延在す
る辺を有する「く」の字型となっている。ＴＦＴ基板１
１に形成されるデータ線１１ａは、画素の平面形状に沿
って屈曲したデータ線屈曲部１１ａ－１を有している。
データ線屈曲部１１ａ－１には、その側面での反射光を
低減させる反射光低減部１１ｂが形成されている。高開
口率のために画素の平面形状を「く」の字型とした場合
に、画素の平面形状に沿ってデータ線１１ａを屈曲させ
て配置しつつ、光漏れの発生を抑制することができる。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の画素が全体としてマトリクス状に配置されると共に、光源からの光を変調するた
めの液晶層と、前記液晶層を封止する一対の基板と、前記液晶層への入射光および前記液
晶層からの出射光のうち特定の偏光成分のみを透過させる一対の偏光板とを備えた液晶表
示装置であって、
　各画素の平面形状において対向する２辺が、前記一対の偏光板の透過軸もしくは吸収軸
に対して傾斜する方向に延在し、
　前記一対の基板のうち一の基板上に金属層を有し、
　前記金属層は、前記一の基板の面内方向において、一対の偏光板の透過軸もしくは吸収
軸に対して傾斜する方向に延在する傾斜部を含み、
　各画素の表示開口領域において、前記傾斜部の側面での反射光の光量を低減させる反射
光低減部が設けられた
　ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記一対の基板のうち他の基板上に、前記画素ごとに、Ｒ（Red：赤）、Ｇ（Green：緑
）またはＢ（Blue：青）の色の光を透過させるカラーフィルタを備え、
　前記Ｒ，Ｇ，Ｂに対応する画素のうち少なくとも一の画素において、前記傾斜部が設け
られている
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記Ｒ，Ｇ，Ｂに対応する画素のうち少なくともＧに対応する画素において、前記傾斜
部が設けられている
　ことを特徴とする請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記Ｒ，Ｇ，Ｂに対応する画素の全ての画素において、前記傾斜部が設けられている
　ことを特徴とする請求項２記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記金属層は、各画素に画像信号を伝達するためのデータ線である
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記金属層は、各画素に補助容量を形成するための補助容量線である
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記反射光低減部は、前記一の基板と前記傾斜部との間に、前記傾斜部よりも大きな平
面積で設けられている
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記反射光低減部は、少なくとも前記傾斜部の側面を覆うように設けられている
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記反射光低減部は、アモルファスシリコン（α－Ｓｉ）によって構成されている
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記反射光低減部は、窒化シリコン（ＳｉＮ）によって構成されている
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　各画素は、前記液晶層における液晶分子の配向方向がそれぞれ異なる複数の領域を有す
る
　ことを特徴とする請求項１記載の液晶表示装置。
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【請求項１２】
　各画素の複数の領域における液晶分子の配向方向は、前記偏光板の透過軸もしくは吸収
軸に対して４５°の角度をなす
　ことを特徴とする請求項１１記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　各画素の平面形状における対向する２辺は、一対の偏光板の透過軸もしくは吸収軸に対
して４５°の角度をなす
　ことを特徴とする請求項１１記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　各画素は、くの字型の平面形状を有する
　ことを特徴とする請求項１１記載の液晶表示装置。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の画素を配列してなる液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、液晶テレビやノート型パソコン、カーナビゲーション等の表示モニタとして、例
えば、垂直配向型液晶を用いたＶＡ（Vertical Alignment）モードを採用した液晶表示装
置（例えば、特許文献１参照）が提案されている。
【０００３】
　ＶＡモードの液晶表示装置では、図１１に示したように、駆動用基板１２０と対向基板
１２１との間に画素電極１２２および対向電極１２３を間にして、垂直配向型の液晶層１
２４が封止されている。また、駆動用基板１２０および対向基板１２１の上下には、透過
軸が互いに直交するように配置された一対の偏光板（偏光子、検光子）１２５，１２６が
設けられている。このような構成において、各電極１２２，１２３の液晶層１２４に対向
する面に突起１２７を設けることによって、液晶分子のダイレクタ（長軸方向）が規制さ
れ、液晶層の配向制御を行うことができる。これにより、一画素を配向分割して、液晶分
子の配向方向が異なる領域を複数形成することができ（マルチドメイン化）、広視野角か
つ高コントラスト比が実現される。
【０００４】
　また、配向分割の別の手段としては、一対の電極のそれぞれにスリット（切り込み）を
交互に設けるようにして、液晶分子に対して斜め方向に電界を印加する手法がある。この
とき、例えば、矩形状の平面形状を有する画素内において、駆動基板側に配置される画素
電極を２つのサブ画素電極に分割することにより、より広視野角となる。さらに、偏光板
の透過軸に対して傾斜する方向にスリットを設けるようにすることで、開口率が向上する
。また、画素の平面形状そのものを、スリットの延在方向に沿って形成した「く」の字型
とした液晶表示装置も提案されている（特許文献２参照）。
【特許文献１】特開平１１－２４２２２５号公報
【特許文献２】特開２００７－７２４６６号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上記のように、画素の平面形状を、例えば「く」の字型のように、偏光
板の透過軸もしくは吸収軸に対して斜めに配置した構成では、データ線などの配線を直線
的に配置すると、一つの配線が隣接する複数の画素領域にわたって配置されることとなり
、寄生容量などが発生する要因となる。従って、このような構成の画素では、配線を「く
」の字型の形状に沿って、ジグザグに屈曲させる必要がある。その一例を図１２に示す。
【０００６】
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　図１２に示したように、例えば、Ｒ（Red：赤）、Ｇ（Green：緑）またはＢ（Blue：青
）の光をそれぞれ表示する画素１００Ｒ，１００Ｇ，１００Ｂがマトリクス状に配列した
構成において、各画素に対向して配置されるデータ線１１１ａは、画素の「く」の字型の
平面形状に沿って屈曲した構成となっている。ところが、このようにデータ線１１１ａを
ジグザグに配置すると、その傾斜部分、すなわち透過軸もしくは吸収軸に対して平行も直
交もしない部分において黒表示の際に光漏れが生じ、コントラストが低下するという問題
があった。
【０００７】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、金属配線の配置形状に起
因した寄生容量の発生を抑制しつつ、高コントラストを実現することが可能な液晶表示装
置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による液晶表示装置は、複数の画素が全体としてマトリクス状に配置されると共
に、光源からの光を変調するための液晶層と、液晶層を封止する一対の基板と、液晶層へ
入射する光および液晶層から出射する光の偏光成分をそれぞれ制御する一対の偏光板とを
備えたものである。このような構成において、各画素の平面形状において対向する２辺が
、一対の偏光板の透過軸もしくは吸収軸に対して傾斜する方向に延在している。一対の基
板のうち一の基板上に金属層を有しており、この金属層は、一の基板の面内方向において
、一対の偏光板の透過軸もしくは吸収軸に対して傾斜する方向に延在した傾斜部を含んで
いる。各画素の表示開口領域には、傾斜部の側面での反射光の光量を低減させる反射光低
減部が設けられている。
【０００９】
　但し、表示開口領域とは、各画素領域のうち、金属層が配置されていない状態において
実際に光が通る領域をいうものとする。また、偏光板の透過軸もしくは吸収軸に対して傾
斜する方向とは、偏光板の透過軸もしくは吸収軸に対して、平面内で平行も直交もしない
方向をいうものとする。
【００１０】
　本発明による液晶表示装置では、金属層が上記のような傾斜部を含んでいることにより
、画素の少なくとも対向する２辺が一対の偏光板の透過軸もしくは吸収軸に対して傾斜し
ている場合であっても、金属層が隣接する複数の画素領域にわたって配置されることがな
くなり、寄生容量の発生が抑制される。また、光源からの光のうち、一の基板上の金属層
の側面に入射した光は、この側面において反射されたのち、液晶層を透過して偏光板（検
光子側）に入射する。このとき、傾斜部の側面で反射する光は、入射時と出射時とで偏光
成分が変化し、偏光板の吸収軸によって吸収されずに偏光板を透過することとなる。ここ
で、表示開口領域に、この傾斜部に対応して反射光低減部が設けられていることにより、
傾斜部における反射光の光量が低減される。よって、黒表示の際の光漏れの発生が抑制さ
れる。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明の液晶表示装置によれば、金属層が、一対の偏光板の透過軸もしくは吸収軸に対
して傾斜する方向に延在した傾斜部を含むようにしたので、画素の少なくとも対向する２
辺が一対の偏光板の透過軸もしくは吸収軸に対して傾斜している場合であっても、寄生容
量の発生が抑制される。また、表示開口領域に、傾斜部に対応して反射光低減部を設ける
ようにしたので、傾斜部における反射光の光量が低減され、黒表示の際の光漏れの発生が
抑制される。よって、金属層の配置形状に起因した寄生容量の発生を抑制しつつ、高コン
トラストを実現することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して詳細に説明する。
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【００１３】
　図１は、本発明の一実施の形態に係る液晶表示装置１の概略構成を示す断面図である。
この液晶表示装置１は、例えば、図示しないゲートドライバから供給される駆動信号によ
って、データドライバから伝達される映像信号に基づいて画素ごとに映像表示を行うアク
ティブマトリクス方式の表示装置である。
【００１４】
　液晶表示装置１は、マトリクス状に配置された複数の画素（ドット）、例えば赤（Ｒ：
Red）を表示する画素１０Ｒ、緑（Ｇ：Green）を表示する画素１０Ｇ、青（Ｂ：Blue）を
表示する画素１０Ｂを有している。この液晶表示装置１は、ＴＦＴ（Thin Film Transist
or；薄膜トランジスタ）基板１１と対向基板１８との間に、画素ごとに形成された画素電
極１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ、配向膜１３、液晶層１４、配向膜１５、対向電極１６、画素
ごとに形成されたカラーフィルタ層１７Ｒ，１７Ｇ，１７Ｂをこの順に積層した構成とな
っている。隣接するカラーフィルタ層１７Ｒ，１７Ｇ，１７Ｂ同士の境界付近にはブラッ
クマトリクス層ＢＭが形成されている。また、ＴＦＴ基板１１の下面および対向基板１８
の上面には、それぞれ偏光板１９および偏光板２０が配置されている。このような液晶表
示装置１は、液晶テレビやノート型パソコンなどの電子機器用表示モニタとして用いられ
る。
【００１５】
　ＴＦＴ基板１１および対向基板１８は、例えばガラスなどの透明基板を含んで構成され
ている。ＴＦＴ基板１１を構成するガラス基板（後述）には、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０
Ｂをそれぞれ駆動するゲート・ソース・ドレイン等を備えたＴＦＴスイッチング素子（図
示せず）や、これらＴＦＴスイッチング素子に接続されるゲート線（図示せず）およびデ
ータ線（金属層）１１ａなどの各種配線が形成されている。このデータ線１１ａの構成に
ついては後述する。
【００１６】
　画素電極１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂおよび対向電極１６は、例えばＩＴＯ（インジウム錫
酸化物）などの透明電極により構成されている。これらの電極には、図示しないスリット
（切り込み部）や突起などが設けられており、これにより、液晶層１４内の液晶分子に対
して、斜めに電界をかけ、各画素内で配向分割（マルチドメイン）がなされるようになっ
ている。この各画素での配向分割については後述する。
【００１７】
　液晶層１４は、例えばネマティック液晶、スメクティック液晶、コレステリック液晶な
どの液晶材料より構成され、例えば電圧を印加しない状態における液晶分子のダイレクタ
（長軸方向）が基板面に対して垂直方向となっているＶＡ（Vertical Alignment）液晶に
よって構成されている。このような液晶層１４では、電圧を印加しない状態で黒表示モー
ド（ノーマリーブラック）となっている。配向膜１３，１５は、ＴＦＴ基板１１と対向基
板１８との間に液晶層１４を封止する際に、液晶層１４の配向状態を規制するものであり
、本実施の形態では、垂直配向性を有する配向膜、例えばポリイミドなどの樹脂材料によ
って構成されている。
【００１８】
　カラーフィルタ層１７Ｒ，１７Ｇ，１７Ｂは、対向基板１８に隣接して、ブラックマト
リックスＢＭの開口領域に形成されている。このカラーフィルタ層１７Ｒ，１７Ｇ，１７
Ｂは、例えば、顔料分散型カラーフィルタ等であり、それぞれ、赤色、緑色および青色の
成分を効果的に透過して、それ以外の波長領域の光を効果的に吸収するようになっている
。
【００１９】
　ブラックマトリックスＢＭは、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの表示領域を区画すると共
に、各色の区域どうしの境界における外光の反射の防止および画素間の光漏れを防止し、
コントラストを高めるためのものである。このブラックマトリクスＢＭは、金属、金属酸
化物および金属窒化物の薄膜層を積層してなり、例えば、ＣｒＯｘ（ｘは任意数）および
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Ｃｒの積層からなる２層クロムブラックマトリクス、あるいは反射率を低減させたＣｒＯ

ｘ、ＣｒＮｙおよびＣｒ（ｘ，ｙは任意数）の積層からなる３層クロムブラックマトリク
ス、あるいはカーボン粒子を混ぜたアクリル樹脂などにより構成されている。
【００２０】
　偏光板１９，２０は、特定の方向に振動する偏光を透過させ、それと直交する方向に振
動する偏光を吸収するようになっている。これらの偏光板１９，２０は、それぞれの透過
軸が、互いに直交するように配置されている。偏光板１９が偏光子、偏光板２０が検光子
となっており、偏光板１９の下方に図示しない光源（バックライト）が配置され、偏光板
２０の上方が表示側となっている。
【００２１】
　なお、光源としては、例えば、導光板を用いたエッジライト型や、直下型のタイプのも
のが用いられ、例えば、ＣＣＦＬ（Cold Cathode Fluorescent Lamp：冷陰極傾向ランプ
）や、ＬＥＤ（Light Emitting Diode：発光ダイオード）などを含んで構成されている。
また、この他にも、光源あるいは偏光板１９の側から戻ってきた光を拡散させて、再び表
示光として利用する（リサイクル）ために反射板などが設けられていてもよい。
【００２２】
　次に、図２～図４を参照して、ＴＦＴ基板１１に形成される配線の構成および各画素に
おける配向分割について説明する。図２は、カラーフィルタ層の側からみたデータ線１１
ａの平面構成を画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂについて表すものである。図３は、液晶表示
装置１の各画素における配向分割の一例を表すものである。図４は、図２におけるデータ
線屈曲部１１ａ－１および反射光低減部１１ｂの断面構成を表すものである。なお、液晶
表示装置１では、複数の画素がマトリクス状に配列した構成となっているが、簡便化のた
め、データ線１１ａの延在方向と直交する方向に配列したＲ，Ｇ，Ｂの３つの画素（ドッ
ト）についてのみ示す。また、本実施の形態では、偏光板１９の吸収軸Ａｎが垂直方向、
偏光板２０の吸収軸Ｐｏが水平方向となるように配置されている。
【００２３】
　画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂは、図２に示したように、「く」の字型の平面形状を有し
ており、偏光板１９の吸収軸Ａｎもしくは偏光板２０の吸収軸Ｐｏに対して傾斜する方向
に延在する斜辺を有している。この「く」の字型におけるそれぞれの斜辺は、吸収軸Ａｎ
もしくは吸収軸Ｐｏに対して、例えば、略４５°の角度をなしている。また、この「く」
の字型に対応して各画素電極１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂおよび対向電極１６には、図示しな
い複数のスリットや突起などの配向制御手段が設けられている。これにより、一画素内に
、液晶分子の配向方向（ダイレクタの向き）がそれぞれ異なる複数の領域（マルチドメイ
ン）を形成することができる。なお、吸収軸に対して傾斜する方向とは、吸収軸に対して
平行も直交もしない方向をいうものとする。
【００２４】
　例えば、図３（Ａ）に示したように、各画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂは、液晶分子の配
向方向がそれぞれ異なる４つの領域ａ，ｂ，ｃ，ｄに分割されている。このとき、領域ａ
，ｂ，ｃ，ｄでは、図３（Ｂ）に示したように、偏光板１９，２０の吸収軸Ａｎもしくは
吸収軸Ｐｏに対して傾斜する方向に液晶分子のダイレクタが制御される。特に、各画素の
斜辺が、吸収軸Ａｎもしくは吸収軸Ｐｏに対して略４５°をなし、領域ａ，ｂ，ｃ，ｄに
おける液晶分子のダイレクタはそれぞれ、吸収軸Ａｎもしくは吸収軸Ｐｏに対して略４５
°の角度をなしている。なお、この領域ａ，ｂ，ｃ，ｄが、本発明における複数の領域に
対応している。
【００２５】
　このような平面形状を有する画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂのそれぞれに対して配置され
るデータ線１１ａは、少なくとも表示開口領域においては、隣接する画素領域を通ること
なく配置されている。すなわち、データ線１１ａは、その少なくとも一部にデータ線屈曲
部１１ａ－１を有しており、直線状ではなく、「く」の字型の形状に沿って屈曲した構成
となっている。なお、表示開口領域とは、データ線１１ａなどの金属配線層が配置されて
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いない状態において、実際に光が通る領域をいうものとする。また、データ線屈曲部１１
ａ－１が、本発明の傾斜部の一例に対応している。
【００２６】
　データ線屈曲部１１ａ－１に対応する領域には、反射光低減部１１ｂが形成されている
。反射光低減部１１ｂは、図４に示したように、ＴＦＴ基板１１を構成するガラス基板１
１０とデータ線屈曲部１１ａ－１との間に、データ線屈曲部１１ａ－１よりも、底面の幅
（平面積）が大きくなるように形成されている。この反射光低減部１１ｂは、光透過率の
低い材料、例えばアモルファスシリコン（α－Ｓｉ）、窒化シリコン（ＳｉＮ）などによ
り構成されており、厚みは例えば５０ｎｍである。これにより、データ線屈曲部１１ａ－
１の側面に入射する偏光の光量を減少させることができるようになっている。
【００２７】
　また、このような液晶表示装置１は、例えば次のようにして製造することができる。
【００２８】
　まず、ガラス基板１１０の表面に、例えば、マトリクス状に画素電極１２Ｒ，１２Ｇ，
１２Ｂ、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂをそれぞれ駆動するゲート・ソース・ドレイン等を
備えたＴＦＴスイッチング素子、これら複数のＴＦＴスイッチング素子にそれぞれ接続さ
れるゲート線（図示せず）を形成する。さらに、画素の平面形状に沿って屈曲させたデー
タ線１１ａおよび反射光低減部１１ｂを形成する。このとき、反射光低減部１１ｂとして
アモルファスシリコン膜を用いることで、ＴＦＴスイッチング素子などと同一の材料で容
易にパターン形成することができる。これにより、ＴＦＴ基板１１を形成する。一方、対
向基板１８の表面に、例えば、Ｒ、Ｇ、Ｂのカラーフィルタ層１７Ｒ，１７Ｇ，１７Ｂお
よびブラックマトリクスＢＭをパターニング形成したのち、対向電極１６を形成する。ま
た、画素電極１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂおよび対向電極１６には、くの字型の斜辺に沿って
所定の間隔でスリットを形成しておく。続いて、形成した画素電極１２Ｒ，１２Ｇ，１２
Ｂおよび対向電極１６の表面に、例えば、垂直配向剤の塗布や、垂直配向膜を印刷して焼
成することにより配向膜１３，１５を、それぞれ形成する。
【００２９】
　次いで、ＴＦＴ基板１１あるいは対向基板１８のどちらか一方の表面（配向膜１３，１
５の形成されている面）に対して、セルギャップを確保するためのスペーサ、例えばプラ
スチックビーズ等を散布すると共に、例えばスクリーン印刷法によりエポキシ接着剤等を
用いて、シール部を印刷する。こののち、ＴＦＴ基板１１と対向基板１８とを、それぞれ
の基板に形成された配向膜１３，１５が対向するように、スペーサおよびシール部を介し
て貼り合わせ、液晶層１４を注入する。その後、加熱等によりシール部の硬化を行うこと
により液晶層１４をＴＦＴ基板１１と対向基板１８との間に封止する。
【００３０】
　最後に、ＴＦＴ基板１１の下面および対向基板１８の上面に、それぞれ偏光板１９およ
び偏光板２０を貼り合わせることにより、図１に示した液晶表示装置１を完成する。
【００３１】
　次に、上記のような構成を有する液晶表示装置１の作用、効果について説明する。
【００３２】
　液晶表示装置１では、図示しない光源から射出された光は、偏光板１９へ入射すると、
特定の偏光成分のみが透過され、液晶層１４側へ入射する。液晶層１４では、画像データ
に基づいて画素電極１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂと対向電極１６との間に印加される電圧によ
って、光が変調される。液晶層１４を透過した光は、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂごとに
、カラーフィルタ層１７Ｒ，１７Ｇ，１７Ｂによって、それぞれ赤、緑、青の光として取
り出されたのち、偏光板２０によって特定の偏光成分のみが透過もしくは吸収され、表示
が行われる。
【００３３】
　このとき、画素１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂの平面形状が「く」の字型であり、すなわち偏
光板１９，２０の吸収軸Ａｎもしくは吸収軸Ｐｏに対して傾斜する方向に延在する斜辺を
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有していることにより、液晶層１４の液晶分子のダイレクタを、偏光板１９，２０の吸収
軸Ａｎもしくは吸収軸Ｐｏに対して傾斜する方向に、一様に制御し易くなり、開口率（透
過率）が向上する。特に、図３（Ｂ）に示したように、吸収軸Ａｎもしくは吸収軸Ｐｏに
対して４５°の角度をなすように、液晶分子のダイレクタを制御することで、効果的に開
口率を向上させることができる。このように、各画素の平面形状そのものを「く」の字型
となるように形成することで、高開口率（高透過率）を実現できる。
【００３４】
　ここで、従来例として、「く」の字型画素に対してデータ線１１０ａを直線的に配置し
た場合の平面構成を図５に示す。このように、データ線１１０ａを画素の形状に沿って屈
曲させることなく直線的に形成した場合には、データ線１１０ａが隣接する複数の画素に
わたって配置されることとなる。このため、隣接する画素同士の間で、寄生容量が発生し
てしまう。
【００３５】
　これに対し、本実施の形態では、「く」の字型の平面形状を有する画素１０Ｒ，１０Ｇ
，１０Ｂに対し配置されるデータ線１１ａが、各画素の形状に沿って屈曲したデータ線屈
曲部１１ａ－１を有していることにより、データ線１１ａは、その延在方向に直交する方
向において隣接する画素領域に対向することなく配置されることとなる。よって、開口率
を高めるために、画素の平面形状を「く」の字型とした場合であっても、寄生容量の発生
が抑制される。
【００３６】
　一方で、図６に示したように、偏光板１９を透過した偏光のうち、ＴＦＴ基板１１に形
成されたデータ線１１ａの側面に所定の角度で入射する偏光は、データ線１１ａの側面に
おいて反射されたのち、液晶層１４側へ入射する。この際、電圧を印加していない状態、
すなわち黒表示の状態では、吸収軸Ａｎもしくは吸収軸Ｐｏに対して平行もしくは直交す
る方向に延在して形成されたデータ線１１ａの側面で反射した偏光は、液晶層１４を透過
したのち偏光板２０によって吸収される。
【００３７】
　ところが、吸収軸Ａｎもしくは吸収軸Ｐｏに対して傾斜する方向、すなわち平行も直交
もしない方向に延在して形成されたデータ線屈曲部１１ａ－１の側面で反射した偏光は、
反射によって偏光成分が変化し、偏光板２０によって吸収されずに透過されることとなる
。このため、隣接する画素との間に寄生容量が発生しないように、画素の「く」の字型の
平面形状に沿ってデータ線１１ａを屈曲させて形成した場合、その屈曲させた部分におい
て、黒表示の際に光漏れが発生してしまう。この際、コントラストは、例えば１：約１１
００と低くなる。
【００３８】
　そこで、本実施の形態では、データ線屈曲部１１ａ－１と、ＴＦＴ基板１１を構成する
ガラス基板１１０との間に、光透過率の低い材料よりなる反射光低減部１１ｂを設けるこ
とにより、データ線屈曲部１１ａ－１の側面に入射する光の光量が低減されるため、側面
での反射光の光量が減少する。よって、黒表示の際に偏光板２０によって吸収されずに透
過されてしまう光量が抑制され、コントラストは、例えば１：約１５５０となり従来と比
べて向上する。
【００３９】
　以上説明したように、本実施の形態では、各画素の平面形状を「く」の字型となるよう
に形成するようにしたので、開口率が向上する。また、この「く」の字型に形状に沿って
、データ線屈曲部１１ａ－１が設けられているので、寄生容量の発生を抑制できる。この
とき、データ線１１ａが吸収軸Ａｎもしくは吸収軸Ｐｏに対して傾斜する方向に設けられ
ていると、その側面での反射光は、入射時と出射時とで偏光成分が変わり、偏光板２０に
よって吸収されずに透過してしまう。本実施の形態では、データ線屈曲部１１ａ－１とガ
ラス基板１１０との間に反射光低減部１１ｂが設けられているので、データ線屈曲部１１
ａ－１の側面での反射光量が低減され、黒表示の際の光漏れの発生が抑制される。よって
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、データ線の配置形状に起因した寄生容量の発生を抑制しつつ、高コントラストを実現す
ることができる。
【００４０】
　次に、本発明の変形例について説明する。なお、以下の変形例では、上記実施の形態に
係る液晶表示装置１と同様の構成については同一の符号を付し、適宜説明を省略するもの
とする。
【００４１】
（変形例１）
　図７は、本発明の変形例１に係る液晶表示装置のカラーフィルタ層の側からみた画素２
０Ｒ，２０Ｇ，２０Ｂの概略構成を表す平面図である。変形例１では、緑色の光を表示す
る画素３０Ｇにおいてのみ、データ線屈曲部１１ａ－１に反射光低減部１１ｂが設けられ
ていること以外は、上記実施の形態の液晶表示装置１と同様の構成となっている。このよ
うに、反射光低減部１１ｂは、必ずしもＲ，Ｇ，Ｂの３つの画素について設けられている
必要はなく、Ｇ画素にのみ設けられた構成であってもよい。Ｒ，Ｇ，Ｂのうち、Ｇの視感
度が最も高いため、少なくともＧ画素について反射光低減部１１ｂを設けるようにすれば
、全ての画素について反射光低減部１１ｂを設けた場合とほぼ同程度（コントラストが１
：約１４００）の効果を得ることができる。
【００４２】
（変形例２）
　図８は、本発明の変形例２に係る液晶表示装置の画素３０Ｒ，３０Ｇ，３０Ｂの概略構
成を表す平面図である。変形例２では、データ線２１ａが各画素の表示開口領域の全体に
わたって「く」の字型の形状に屈曲している。このため、画素の表示開口領域に配置され
たデータ線２１ａに対向する領域の全面にわたって、反射光低減部２１ｂが設けられてい
る。但し、反射光低減部２１ｂは、上述の反射光低減部１１ｂと同様の材料により構成さ
れている。このように、データ線の形状は、隣接する画素領域に対向しないように配置す
ることができる形状であれば特に限定されない。すなわち、データ線の吸収軸Ａｎもしく
は吸収軸Ｐｏに対して傾斜する方向に延在する部分に対向する領域に、反射光低減部を設
けるようにすれば、本発明の効果は得られる。
【００４３】
　なお、本変形例においても、変形例１のようにＲ，Ｇ，Ｂの３つの画素のうちＧ画素に
のみ反射光低減部２１ｂを設けるようにしてもよい。
【００４４】
（変形例３）
　図９は、本発明の変形例３に係る液晶表示装置の画素４０Ｒ，４０Ｇ，４０Ｂの概略構
成を表す平面図である。図１０は、データ線屈曲部１１ａ－１の概略構成を表す断面図で
ある。変形例３では、反射光低減部３１ｂが、データ線屈曲部１１ａ－１を覆うように形
成されていること以外は、上記液晶表示装置１と同様の構成となっている。但し、反射光
低減部３１ｂは、上述の反射光低減部１１ｂと同様の材料により構成されている。
【００４５】
　図９および図１０に示したように、反射光低減部３１ｂは、データ線屈曲部１１ａ－１
の底面の幅（平面積）よりも大きくなるように、データ線屈曲部１１ａ－１の上面および
側面（斜面）を覆うように形成されている。このように、反射光低減部３１ｂが形成され
る場所は、上記液晶表示装置１のようにデータ線とガラス基板との間に限定されず、デー
タ線１１ａの側面へ入射する光もしくは側面で反射されて出射する光の光量を減少させる
ことができるような構成であれば、本発明の効果は達成される。
【００４６】
　なお、本変形例においても、変形例１のようにＲ，Ｇ，Ｂの３つの画素のうちＧ画素に
のみ反射光低減部３１ｂを設けるようにしてもよい。また、データ線屈曲部１１ａ－１の
側面のみを覆うように、反射光低減部を設けるようにしてもよい。
【００４７】
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　以上、実施の形態を挙げて本発明を説明したが、本発明は上記実施の形態に限定されず
、種々の変形が可能である。例えば、上記実施の形態では、金属層の傾斜部として、デー
タ線屈曲部を例に挙げて説明したが、傾斜部の構成はこれに限定されず、例えば、偏光板
の透過軸もしくは吸収軸に対して傾斜する一の方向にのみ直線的に延在するような構成で
あってもよく、特に屈曲していなくともよい。あるいは、画素内に複数の傾斜部を有して
いてもよい。
【００４８】
　また、上記実施の形態では、ＴＦＴ基板に配置される金属層として、データ線を例に挙
げて説明したが、これに限定されず、他の金属層、例えば補助容量線、ゲート線など、そ
の側面で光源からの光を反射する可能性があるものについて適用することができる。
【００４９】
　また、上記実施の形態では、液晶層として垂直配向型のＶＡ液晶を用いた構成を例に挙
げて説明したが、これに限定されず、他のモード、例えばＴＮ（Twisted Nematic）モー
ド、ＩＰＳ（In Plane Switching）モードの液晶についても適用可能である。
【００５０】
　また、上記実施の形態では、Ｒ，Ｇ，Ｂの３色のカラーフィルタ層を設け、各画素をそ
れぞれのカラーフィルタ層に割り当てたフルカラー表示の液晶表示装置の構成を例に挙げ
て説明したが、これに限定されず、カラーフィルタ層が設けられていない構成、例えばモ
ノクロ表示の液晶表示装置にも適用可能である。また、Ｒ，Ｇ，Ｂの全てあるいはＧのみ
に反射光低減部を設けた構成を例に挙げて説明したが、これに限定されず、ＲとＧのみ、
ＧとＢのみ、ＲとＢのみ、Ｒのみ、Ｂのみに反射光低減部を設けた構成であっても、本発
明の効果は達成される。
【００５１】
　また、上記実施の形態では、画素の平面形状として、「く」の字型の形状を例に挙げて
説明したが、これに限定されず、偏光板の透過軸もしくは吸収軸に対して傾斜する方向に
延在する辺を有する形状、例えば平行四辺形や菱形、あるいは「く」の字を上下方向に連
結させたような形状（Ｗ字、Ｍ字、ジグザグ形状）などであってもよい。また、矩形状の
画素を複数のサブ画素に分割し、これらのサブ画素の平面形状が、「く」の字型などの形
状となっている場合についても適用可能である。
【００５２】
　また、上記実施の形態では、各画素を配向分割し、液晶分子の配向方向がそれぞれ異な
る４つの領域を形成した構成を例に挙げて説明したが、配向分割の数はこれに限定されず
、３つ以下あるいは５つ以上であっても、本発明の効果は達成される。
【００５３】
　また、上記実施の形態では、光源側の偏光板１９の吸収軸Ａｎを垂直方向、表示側の偏
光板２０の吸収軸Ｐｏを水平方向となるように、偏光板１９，２０を配置した構成を例に
挙げて説明したが、偏光板の光学軸方向は、これに限定されず、吸収軸Ａｎを水平方向、
吸収軸Ｐｏを垂直方向となるように配置するようにしてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００５４】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る液晶表示装置の概略構成を表す断面図である。
【図２】図１に示した液晶表示装置の画素の概略構成を表す平面図である。
【図３】（Ａ）は図２に示した画素の配向分割の一例を表す平面図であり、（Ｂ）は液晶
分子のダイレクタを表す模式図である。
【図４】図２に示した画素のデータ線と反射光低減部との概略構成を表す断面図である。
【図５】従来のデータ線の配置構成を表す平面図である。
【図６】データ線の側面において光が反射する様子を表す図である。
【図７】変形例１に係る液晶表示装置の画素の概略構成を表す平面図である。
【図８】変形例２に係る液晶表示装置の画素の概略構成を表す平面図である。
【図９】変形例３に係る液晶表示装置の画素の概略構成を表す平面図である。
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【図１０】図８に示した画素のデータ線と反射光低減部との概略構成を表す断面図である
。
【図１１】従来の垂直配向形の液晶表示装置の概略構成を表す断面図である。
【図１２】くの字型の画素に対する配線構成を表す平面図である。
【符号の説明】
【００５５】
　１…液晶表示装置、１０Ｒ，１０Ｇ，１０Ｂ，２０Ｒ，２０Ｇ，２０Ｂ，３０Ｒ，３０
Ｇ，３０Ｂ，４０Ｒ，４０Ｇ，４０Ｂ…画素、１１…ＴＦＴ基板、１１ａ，２１ａ…デー
タ線、１１ｂ，２１ｂ，３１ｂ…反射光低減部１２Ｒ，１２Ｇ，１２Ｂ…画素電極、１３
，１５…配向膜、１４…液晶層、１６…対向電極、１７Ｒ，１７Ｇ，１７Ｂ…カラーフィ
ルタ層、１８…対向基板、１９，２０…偏光板。

【図１】 【図２】



(12) JP 2009-42390 A 2009.2.26

【図３】 【図４】

【図５】
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